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学習指導要領における情報活用能力

「学習指導要領において必要に応じて
コンピュータ等の情報手段を適切に用いて情
報を得たり、情報を整理・比較したり、得ら
れた情報をわかりやすく発信・伝達したり、
必要に応じて保存・共有したりといったこと
ができる力であり、さらに、このような学習
活動を遂行する上で必要となる情報手段の基
本操作の習得や、プログラミング的思考、情
報モラル、情報セキュリティ、統計等に関す
る資質・能力等も含むものである」
平成２９年３０年３１年告示
　　　　学習指導要領解説総則編より抜粋

①課題設定
②情報の収集
　図書・WEB検索・インタビュー・
　アンケート
③整理・分析
　取捨選択・比較分類・関連付け・統計・創造
④まとめ・表現
　プレゼンテーション・動画・新聞・レポート

相性の良い「探求を通して育む」

本校は今年度、スクールエンパワーメント推進事業
「情報活用能力を育むモデル校」に指定されました。

子どもの実態に応じて全ての教科で、
「情報活用能力の育成」を図ります。

頭の中を整理して、考えを可視
化するための道具（ツール）を
使って、実践していきます。


